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(57)【要約】
　内視鏡外科用装置は、エンドエフェクタと、該エンド
エフェクタに挿入可能なステープルカートリッジと、を
有する、器具を含む。ステープルカートリッジは、ステ
ープルと、ステープルアパーチャと、抵抗部材と、医療
用流体と、を含む。電源に連結されると、医療用流体は
、抵抗部材によって蒸発させられ、ステープルアパーチ
ャからステープル留めされた組織の上に放出される。電
源は、器具内に収容されてもよい。一構成においては、
ストリップ接点を有する抵抗ストリップが、エンドエフ
ェクタ内の導体に電気的に連結されてもよい。医療用流
体は、ステープルアパーチャに対応する複数の封止剤パ
ッドに分割されてもよく、該医療用流体は、解重合性シ
アノアクリレート、噴霧可能な熱可塑性ウレタン、又は
任意の蒸発性の薬剤若しくは調合薬であってもよい。ス
テープルドライバは、医療用流体がステープルドライバ
を通過するか、又は周辺を流れることを許容する１つ又
は２つ以上のアパーチャを含んでもよい。



(2) JP 2014-531239 A 2014.11.27

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置であって、
　（ａ）器具であって、
　　ｉ．ハンドル部分と、
　　ｉｉ．エンドエフェクタであって、
　　　（１）下部つかみ具と、
　　　（２）枢動可能なアンビルと、を備える、エンドエフェクタと、を備える、器具と
、
　（ｂ）前記エンドエフェクタに挿入可能なステープルカートリッジであって、
　　ｉ．上部デッキを有するカートリッジ本体であって、前記上部デッキが、
　　　（１）前記上部デッキ内に形成され、前記上部デッキの近位端から長手方向に延在
する、縦スロットであって、切断エッジが、前記縦スロットを通して長手方向に移動可能
である、縦スロットと、
　　　（２）複数のステープルアパーチャと、を備える、カートリッジ本体と、
　　ｉｉ．前記カートリッジ本体に対して垂直方向に移動可能である、１つ又は２つ以上
のステープルドライバと、
　　ｉｉｉ．前記１つ又は２つ以上のステープルドライバの上に配設されている複数のス
テープルであって、前記カートリッジ本体に対して垂直方向に移動可能である、複数のス
テープルと、
　　ｉｖ．前記カートリッジ本体内に配設されている抵抗部材と、
　　ｖ．前記抵抗部材と連通する少なくとも一部分を有する、医療用流体と、を備える、
ステープルカートリッジと、を備える、装置。
【請求項２】
　前記抵抗部材が、抵抗ストリップを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記下部つかみ具が、導体を備え、前記導体が、選択的に電源と連結されている、請求
項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記抵抗ストリップが、ストリップ接点を備え、前記導体が、導体接点を備え、前記ス
トリップ接点が、前記導体接点に電気的に連結するように動作可能である、請求項３に記
載の装置。
【請求項５】
　前記ストリップ接点の少なくとも一部分が、前記複数のステープルアパーチャと実質的
に垂直方向に整列している、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記医療用流体が、複数の封止剤パッドを含む、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記封止剤パッドのそれぞれの少なくとも一部分が、前記複数のステープルアパーチャ
と実質的に垂直方向に整列している、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記１つ又は２つ以上のステープルドライバが、前記１つ又は２つ以上のステープルド
ライバを通して垂直方向に延在するアパーチャを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　前記１つ又は２つ以上のステープルドライバが、前記１つ又は２つ以上のステープルド
ライバの一方の側に垂直方向に延在するノッチを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記医療用流体が、解重合性シアノアクリレート又は噴霧可能な熱可塑性ウレタンを含
む、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
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　前記医療用流体が、蒸発性の薬剤又は調合薬である、請求項１に記載の装置。
【請求項１２】
　前記カートリッジ本体が、前記カートリッジ本体のベース部分の中に形成されたチャネ
ルを備え、前記抵抗部材及び前記医療用流体が、前記チャネル内に配設されている、請求
項１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記抵抗部材に連結され、前記抵抗部材を電源に電気的に連結するように動作可能であ
る接点を更に備える、請求項１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記カートリッジ本体が、支持部分を有する近位端を備え、前記接点が、前記支持部分
上に位置する、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記電源が、前記器具内に収容される、請求項１３に記載の装置。
【請求項１６】
　内視鏡外科用装置であって、
　（ａ）上部デッキを有するカートリッジ本体であって、前記上部デッキが、
　　ｉ．前記上部デッキ内に形成され、前記上部デッキの近位端から長手方向に延在する
、縦スロットと、
　　ｉｉ．複数のステープルアパーチャと、を備える、カートリッジ本体と、
　（ｂ）前記カートリッジ本体に対して垂直方向に移動可能である、１つ又は２つ以上の
ステープルドライバと、
　（ｃ）複数のステープルであって、前記カートリッジ本体に対して垂直方向に移動可能
である、複数のステープルと、
　（ｄ）前記カートリッジ本体内に配設された複数の抵抗部材と、
　（ｅ）前記複数の抵抗部材と連通する少なくとも一部分を有する、医療用流体と、
　（ｆ）前記複数の抵抗部材に連結され、前記複数の抵抗部材を電源に電気的に連結する
ように動作可能である、接点と、を備える、内視鏡外科用装置。
【請求項１７】
　前記カートリッジ本体内に形成された複数のチャネルを更に備え、前記複数の抵抗部材
が、前記複数のチャネル内に配設されている、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　ポートを更に備え、前記ポートが、前記複数のチャネルのうちの２つ又は３つ以上の間
で流体連通を提供するように構成される、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記医療用流体の少なくとも一部分が、前記複数のチャネルのうちの１つ又は２つ以上
のチャネルと流体連通するリザーバ内に収容される、請求項１７に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　一部の状況では、内視鏡外科用器具は、より小さい切開が、手術後の回復時間及び合併
症を低減し得るために、従来の開腹外科装置よりも好ましい場合がある。したがって、い
くつかの内視鏡外科用器具は、トロカールのカニューレを介して所望の手術部位に遠位エ
ンドエフェクタを配置するのに適していることがある。これらの遠位エンドエフェクタは
、多くの方法で組織に係合して診断又は治療効果を達成し得る（例えば、エンドカッター
、把持具、カッター、ステープラー、クリップ適用器具、アクセス装置、薬物／遺伝子治
療送達装置、及び超音波、ＲＦ、レーザなどを使用するエネルギー送達装置）。内視鏡外
科用器具は、エンドエフェクタとハンドル部分との間に、臨床医によって操作されるシャ
フトを有することがある。そのようなシャフトは、所望の深さへの挿入とシャフトの縦軸
のまわりの回転を可能にし、それにより患者内のエンドエフェクタの位置決めが容易にな
る。エンドエフェクタの位置決めは、シャフトの長手方向軸に対してエンドエフェクタを
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選択的にジョイント曲げ又は偏向することを可能にする１つ又は２つ以上のアーティキュ
レーションジョイント若しくは機構を含めることによって、更に促進することができる。
【０００２】
　内視鏡外科用器具の例としては外科用ステープラーが挙げられる。かかるステープラー
のいくつかは、組織層をクランプし、クランプした組織層を切断し、組織層を通してステ
ープルを打ち込むことによって組織層の切断された端の近くで組織層をともに実質的に封
着するように動作可能である。あくまで例としての外科用ステープラーは、米国特許第４
，８０５，８２３号（１９８９年２月２１日発行の「Ｐｏｃｋｅｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａ
ｔｉｏｎ　ｆｏｒ　Ｉｎｔｅｒｎａｌ　Ｏｒｇａｎ　Ｓｔａｐｌｅｒｓ」）、同第５，４
１５，３３４号（１９９５年５月１６日発行の「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｓｔａｐｌｅｒ　ａ
ｎｄ　Ｓｔａｐｌｅ　Ｃａｒｔｒｉｄｇｅ」）、同第５，４６５，８９５号（１９９５年
１１月１４日発行の「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｓｔａｐｌｅｒ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ」）、
同第５，５９７，１０７号（１９９７年１月２８日発行の「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｓｔａｐ
ｌｅｒ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ」）、同第５，６３２，４３２号（１９９７年５月２７日
発行の「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ」）、同第５，６７３，８４０号（１
９９７年１０月７日発行の「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ」）、同第５，７
０４，５３４号（１９９８年１月６日発行の「Ａｒｔｉｃｕｌａｔｉｏｎ　Ａｓｓｅｍｂ
ｌｙ　ｆｏｒ　Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ」）、同第５，８１４，０５
５号（１９９８年９月２９日発行の「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｃｌａｍｐｉｎｇ　Ｍｅｃｈａ
ｎｉｓｍ」）、同第６，９７８，９２１号（２００５年１２月２７日発行の「Ｓｕｒｇｉ
ｃａｌ　Ｓｔａｐｌｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｉｎｇ　ａｎ
　Ｅ－Ｂｅａｍ　Ｆｉｒｉｎｇ　Ｍｅｃｈａｎｉｓｍ」）、同第７，０００，８１８号（
２００６年２月２１日発行の「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｓｔａｐｌｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅ
ｎｔ　Ｈａｖｉｎｇ　Ｓｅｐａｒａｔｅ　Ｄｉｓｔｉｎｃｔ　Ｃｌｏｓｉｎｇ　ａｎｄ　
Ｆｉｒｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍｓ」）、同第７，１４３，９２３号（２００６年１２月５日
発行の「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｓｔａｐｌｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　Ｈａｖｉｎｇ　
ａ　Ｆｉｒｉｎｇ　Ｌｏｃｋｏｕｔ　ｆｏｒ　ａｎ　Ｕｎｃｌｏｓｅｄ　Ａｎｖｉｌ」）
、同第７，３０３，１０８号（２００７年１２月４日発行の「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｓｔａ
ｐｌｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｉｎｇ　ａ　Ｍｕｌｔｉ－Ｓ
ｔｒｏｋｅ　Ｆｉｒｉｎｇ　Ｍｅｃｈａｎｉｓｍ　ｗｉｔｈ　ａ　Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　Ｒ
ａｃｋ」）、同第７，３６７，４８５号（２００８年５月６日発行の「Ｓｕｒｇｉｃａｌ
　Ｓｔａｐｌｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｉｎｇ　ａ　Ｍｕｌ
ｔｉｓｔｒｏｋｅ　Ｆｉｒｉｎｇ　Ｍｅｃｈａｎｉｓｍ　Ｈａｖｉｎｇ　ａ　Ｒｏｔａｒ
ｙ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ」）、米同第７，３８０，６９５号（２００８年６月３日
発行の「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｓｔａｐｌｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　Ｈａｖｉｎｇ　
ａ　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｌｏｃｋｏｕｔ　Ｍｅｃｈａｎｉｓｍ　ｆｏｒ　Ｐｒｅｖｅｎｔｉｏ
ｎ　ｏｆ　Ｆｉｒｉｎｇ」）、同許第７，３８０，６９６号（２００８年６月３日発行の
「Ａｒｔｉｃｕｌａｔｉｎｇ　Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｓｔａｐｌｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅ
ｎｔ　Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｉｎｇ　ａ　Ｔｗｏ－Ｐｉｅｃｅ　Ｅ－Ｂｅａｍ　Ｆｉｒｉ
ｎｇ　Ｍｅｃｈａｎｉｓｍ」）、同第７，４０４，５０８号（２００８年７月２９日発行
の「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｓｔａｐｌｉｎｇ　ａｎｄ　Ｃｕｔｔｉｎｇ　Ｄｅｖｉｃｅ」）
、同第７，４３４，７１５号、（２００８年１０月１４日発行の「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｓ
ｔａｐｌｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　Ｈａｖｉｎｇ　Ｍｕｌｔｉｓｔｒｏｋｅ　Ｆｉ
ｒｉｎｇ　ｗｉｔｈ　Ｏｐｅｎｉｎｇ　Ｌｏｃｋｏｕｔ」）、同第７，７２１，９３０号
（２０１０年５月２５日発行の「Ｄｉｓｐｏｓａｂｌｅ　Ｃａｒｔｒｉｄｇｅ　ｗｉｔｈ
　Ａｄｈｅｓｉｖｅ　ｆｏｒ　Ｕｓｅ　ｗｉｔｈ　ａ　Ｓｔａｐｌｉｎｇ　Ｄｅｖｉｃｅ
」）に開示されている。これらの米国特許のそれぞれの開示内容を本願にその全容にわた
って援用するものである。参考として上述した外科用ステープラーは、内視鏡手技におい
て使用されるものとして記載されているが、かかる外科用ステープラーは、開口手技及び
／又は他の非内視鏡手技でも使用することができることを理解されたい。
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【０００３】
　様々な種類の外科用ステープル器具及び関連構成要素が作製され使用されてきたが、本
発明者ら以前には、付属の請求項に記載されている本発明を誰も作製又は使用したことが
ないものと考えられる。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
　本明細書に組み込まれると共に本明細書の一部をなす添付の図面は、本発明の実施形態
を示すものであり、上記の本発明の一般的説明、及び以下の実施形態の詳細な説明と共に
、本発明の原理を説明するのに役立つものである。
【図１Ａ】関節動作位置にあるエンドエフェクタを有する関節動作外科器具の斜視図を示
す。
【図１Ｂ】関節動作していない位置にあるエンドエフェクタを有する図１Ａの手術器具の
斜視図を示す。
【図２】図１Ａ～図１Ｂの手術器具の開いたエンドエフェクタの斜視図を示す。
【図３Ａ】発射バーが近位位置にある、図２の線３－３に沿った図２のエンドエフェクタ
の側断面図を示す。
【図３Ｂ】図２の線３－３に沿った図２のエンドエフェクタの側断面図であるが、発射バ
ーが遠位位置にある状態を示している。
【図４】図２の線４－４に沿った図２のエンドエフェクタの端断面図を示す。
【図５】図２のエンドエフェクタの分解斜視図を示す。
【図６】組織に位置づけ、かつ組織内で１回作動された後の、図２のエンドエフェクタの
斜視図を示す。
【図７】例示のステープルカートリッジの斜視図を示す。
【図８Ａ】図７のカートリッジの部分側断面図を示す。
【図８Ｂ】ステープルドライバを垂直方向にカムするウェッジスレッドを示す、図８Ａの
側断面図の一部分を示す。
【図８Ｃ】封止剤を蒸発させる抵抗ストリップを示す、図８Ａの側断面図の一部分を示す
。
【図８Ｄ】ステープルドライバチャネルを通じて放出される蒸発した封止剤を示す、図８
Ａの側断面図の一部分を示す。
【図９】ステープルカートリッジの例示の代替配置の部分側断面図を示す。
【図１０】ステープルカートリッジの更に別の例示の配置の部分側断面図を示す。
【図１１】ステープルカートリッジ本体内に形成された一対の例示のチャネルの部分斜視
図を示す。
【図１２】図１Ａ～１Ｂの器具の下部つかみ具に連結するチャネルを有する、例示のステ
ープルカートリッジの部分斜視図を示す。
【図１３】ステープルドライバアパーチャを有する例示のステープルドライバの斜視図を
示す。
【図１４】一対のノッチを有する代替の例示のステープルドライバの斜視図を示す。
【図１５】複数の統合された抵抗ストリップ及び封止剤を有する、更に別の例示のステー
プルドライバの側断面図を示す。
【図１６】図１Ａ～１Ｂの器具のエンドエフェクタの部分側断面図を示す。
【０００５】
　各図面は、いかなる意味においても限定的なものではなく、図に必ずしも示されていな
いものを含め、本発明の異なる実施形態を様々な他の方法で実施し得ることも考えられる
。本明細書に組み込まれその一部をなす添付の図面は、本発明の幾つかの態様を示すもの
であり、説明文とともに本発明の原理を説明する役割を果たすものである。しかしながら
、本発明は図に示される正確な構成に限定されない点が理解されるべきである。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
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　本発明の特定の実施例の以下の説明は、本発明の範囲を限定するために用いられるべき
ではない。本発明の他の実施例、特徴、態様、実施形態、及び利点が以下の説明から当業
者には明らかとなろう。以下の説明は、実例として、本発明を実施するために企図される
最良の形態の１つである。明らかなように、本発明は、本発明から逸脱することなく、他
の様々な明白な態様が可能である。したがって、図面及び説明文は、例示的な性質のもの
であって限定的なものと見なすべきではない。
【０００７】
　Ｉ．例示の外科用ステープラー
　図１～図６は、外科手術を行うために、図１Ａに示すような非関節動作状態でトロカー
ルカニューレ通路を通って患者の体内の手術部位まで挿入するように寸法決めされている
、例示的な外科ステープル用及び切断用の器具（１０）を図示している。外科手術、ステ
ープル留め、及び切断する器具（１０）は、実施部分（２２）に接続されたハンドル部分
（２０）を含み、実施部分は、アーティキュレーション機構（１１）において遠位に終端
するシャフト（２３）と、遠位に取り付けられたエンドエフェクタ（１２）と、を更に備
える。アーティキュレーション機構（１１）及び遠位のエンドエフェクタ（１２）がトロ
カールのカニューレ通路を通じて挿入された後、図１Ｂに図示されているように、アーテ
ィキュレーションコントロール（１３）によってアーティキュレーション機構（１１）を
遠隔的にアーティキュレーション操作することができる。そのようにして、エンドエフェ
クタ（１２）は、所望の角度から又は他の理由のために、臓器の背後に到達する若しくは
組織に近づくことができる。本明細書では、「近位」及び「遠位」といった用語は、器具
（１０）のハンドル部分（２０）を握っている臨床医を基準として使用されていることを
理解されたい。したがって、エンドエフェクタ（１２）は、より近位のハンドル部分（２
０）に対して遠位である。便宜上、また説明を明確にするため、本願では「垂直」及び「
水平」といった空間的な用語を図面に対して使用する点も更に認識されるであろう。しか
しながら、手術器具は、多くの配向及び配置において使用され、これらの用語は、制限的
及び絶対的であることが意図されない。
【０００８】
　この例のエンドエフェクタ（１２）は下部つかみ具（１６）及び枢動可能なアンビル（
１８）を含む。ハンドル（２０）はピストル把持部（２４）を含み、臨床医がピストル把
持部（２４）に向かって閉鎖トリガー（２６）を枢動して引くことにより、エンドエフェ
クタ（１２）の下部つかみ具（１６）に向かってアンビル（１８）のクランプすなわち閉
鎖が引き起こされる。そのようなアンビル（１８）の閉鎖は、ピストル把持部（２４）に
対する閉鎖トリガー（２６）の枢動に応じてハンドル部分（２０）に対して長手方向に移
動する最も外側の閉鎖スリーブ（３２）を通じてもたらされる。閉鎖スリーブ（３２）の
遠位の閉鎖リング（３３）は、実施部分（２２）の枠（３４）によって間接的に支持され
る。アーティキュレーション機構（１１）にて、閉鎖スリープ（３２）の近位側の閉鎖管
（３５）は遠位部分（閉鎖リング）（３３）と連通している。枠（３４）は、アーティキ
ュレーション機構（１１）を介して下部つかみ具（１６）に偏向可能に取り付けられて、
単一の平面でのアーティキュレーションを可能にする。枠（３４）はまた、発射トリガー
（２８）からの発射運動を発射バー（１４）に伝えるためにシャフト（２３）を通じて延
在する発射駆動部材（図示せず）を長手方向に摺動可能に支持する。発射トリガー（２８
）は、閉鎖トリガー（２６）より更に外側寄りにあり、以下に詳細に説明するように、こ
れが臨床医によって枢動式するように引かれると、エンドエフェクタ（１２）にクランプ
されている組織にステープルが打ち込まれ、組織が切断される。その後、開放ボタン（３
０）を押してエンドエフェクタ（１２）から組織を開放する。
【０００９】
　図２～図５は、数多くの機能を実行するために光線発射バー（１４）を取り入れている
エンドエフェクタ（１２）を図示している。図３Ａ～３Ｂに最もわかりやすく図示されて
いるように、発射バー（１４）は横断方向に配向された上方のピン（３８）と、発射バー
キャップ（４４）と、横断方向に配向された中間ピン（４６）と、遠位側に提供された切
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断エッジ（４８）と、を含む。上方のピン（３８）は、アンビル（１８）のアンビルポケ
ット（４０）の内部に位置づけられており、平行に移動可能である。発射バーキャップ（
４４）は、下部つかみ具（１６）を通じて形成されたチャネルスロット（４５）（図３Ｂ
に図示）を通じて延在する発射バー（１４）を有することによって、下部つかみ具（１６
）の下側表面と摺動可能に係合する。中間ピン（４６）は、発射バーキャップ（４４）と
協動する下部つかみ具（１６）の上面と摺動可能に係合する。そのようにして、発射バー
（１４）は、発射中にエンドエフェクタ（１２）の間隔を確実的に取り、クランプされる
組織の量が最低限の状態でのアンビル（１８）と下部つかみ具（１６）の間に生じる場合
のあるピンチングを克服し、クランプされた組織の量が多過ぎる状態でのステープルの不
良形成を克服する。
【００１０】
　図２は、近接して配置されている発射バー（１４）、及び、未使用のステープルカート
リッジ（３７）を下部つかみ具（１６）のチャネルの中に着脱可能に装着できるように、
開放位置まで旋回しているアンビル（１８）を示す。図４～５に最もわかりやすく示され
ているように、この例のステープルカートリッジ（３７）はカートリッジ本体（７０）を
含み、カートリッジ本体は上部デッキ（７２）を提供し、下方のカートリッジトレー（７
４）と連結されている。図２に最もわかりやすく示されているように、ステープルカート
リッジ（３７）の部分を通じて縦スロット（４９）が形成されている。また、図２には、
縦スロット（４９）の一方の側に上部デッキ（７０）を通じて形成された３列のステープ
ルアパーチャ（５１）及び、縦スロット（４９）のもう一方の側に上部デッキ（７０）を
通じて形成された３列のステープルアパーチャ（５１）が図示されている。再び図３～５
を参照すると、楔形スレッド（４１）及び複数のステープルドライバ（４３）がカートリ
ッジ本体（７０）とトレー（７４）の間に捉えられており、ステープルドライバ（４３）
に対して近位に楔形スレッド（４１）が位置づけられている。楔形スレッド（４１）はス
テープルカートリッジ（３７）の内部で長手方向に移動可能であり、一方、ステープルド
ライバ（４３）はステープルカートリッジ（３７）の内部で垂直方向に移動可能である。
ステープル（４７）もまたカートリッジ本体（７０）の内部に、対応するステープルドラ
イバ（４３）の上に位置づけられる。具体的には、それぞれのステープル（４７）はステ
ープルドライバ（４３）によってカートリッジ本体（７０）の内部で垂直方向に駆動され
て、関連付けられたステープルアパーチャ（５１）を通してステープル（４７）を外へと
駆動する。図３Ａ～３Ｂ及び図５に最もよく図示されているように、楔形スレッド（４１
）は、楔形スレッド（４１）がステープルカートリッジ（３７）を通じて遠位方向に駆動
されるにつれてステープルドライバ（４３）を上方に促すように傾斜したカム表面を呈す
る。
【００１１】
　図３Ａに示されるようにエンドエフェクタ（１２）が閉じられている状態で、上方のピ
ン（３８）を長手方向のアンビルスロット（４２）に入れることによって、発射バー（１
４）がアンビル（１８）と係合して前進する。押しブロック（８０）は、発射バー（１４
）の遠位端に配置され、発射バー（１４）がステープルカートリッジ（３７）を通じて遠
位側に前進するにつれて押しブロック（８０）が楔形スレッド（４１）を遠位側に押すよ
うに、楔形スレッド（４１）と係合するように構成される。そのような発射中に、発射バ
ー（１４）の切断エッジ（４８）がステープルカートリッジ（３７）の縦スロット（４９
）に入り、ステープルカートリッジ（３７）とアンビル（１８）の間にクランプされてい
る組織を切断する。図３Ａ～３Ｂに示すように、中間ピン（４６）と押しブロック（８０
）とがともにステープルカートリッジ（３７）内の発射スロット内に入ることによってス
テープルカートリッジ（３７）を作動し、楔形スレッド（４１）をステープルドライバ（
４３）との上向きのカム接触へと駆動すると、ステープル（４７）は、ステープルアパー
チャ（５１）を通して外へと駆動され、アンビル（１８）の内面のステープル形成ポケッ
ト（５３）との形成接触へと駆動される。図３Ｂは、組織を完全に切断及びステープルし
た後に遠位方向に完全に移動された発射バー（１４）を図示する。
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【００１２】
　図６は、組織（９０）を貫通する１回のストロークを介して作動されたエンドエフェク
タ（１２）を示す。図では、切断エッジ（４８）が組織（９０）を貫通して切断しており
、一方、ステープルドライバ（４３）は、切断エッジ（４８）が作り出している切断線の
それぞれの側で、組織（９０）を通じてステープル（４７）の３本の交互の列を駆動して
いる。この例では、全てのステープル（４７）が切断線とほぼ平行に配向されているが、
ステープル（４７）は任意の好適な配向で位置づけられ得ることを理解されたい。この例
では、最初のストロークが完了した後にエンドエフェクタ（１２）をトロカールから後退
し、使用済みのステープルカートリッジ（３７）を新しいステープルカートリッジと交換
し、その後に、エンドエフェクタ（１２）を再びトロカールを通して挿入して、ステープ
ル留めする部位に到達し、更なる切断及びステープルを行う。所望の量の切断及びステー
プル（４７）が提供されるまでこのプロセスを繰り返すことができる。トロカールを通じ
た挿入及び後退を可能にするためにアンビル（１８）を閉じる必要がある場合があり、ス
テープルカートリッジ（３７）の交換を可能にするためにアンビル（１８）を開く必要が
ある場合がある。
【００１３】
　それぞれの作動ストローク中に、ステープル（４７）が組織を通じて駆動されるのとほ
ぼ同時に切断エッジ（４８）が組織を切断することができることを理解されたい。この例
では、切断エッジ（４８）はステープル（４７）の駆動にごくわずかに遅れて進むので、
ステープル（４７）は、切断エッジ（４８）が組織の同じ区域を通過する直前に組織を通
じて打ち込まれるが、この順序を逆にすることができること、又は、切断エッジ（４８）
が隣接するステープルと直接同期されてもよいことを理解されたい。図６は、２層（９２
、９４）の組織（９０）で作動されているエンドエフェクタ（１２）を示しているが、エ
ンドエフェクタ（１２）が単層の組織（９０）を通じて又は２層（９２、９４）以上の組
織を通じて作動されてもよいことを理解されたい。また、切断エッジ（４８）が作り出し
た切断線に隣接するステープル（４７）の形成及び位置づけが、切断線で組織を実質的に
封着することができ、したがってその切断線での出血及び／又は他の体液の漏出を低減若
しくは予防することができることも理解されたい。器具（１０）が使用され得る他の好適
な設定と手順は、本明細書の教示に鑑みれば、当業者には明らかとなろう。
【００１４】
　米国特許第４，８０５，８２３号、同第５，４１５，３３４号、同第５，４６５，８９
５号、同第５，５９７，１０７号、同第５，６３２，４３２号、同第５，６７３，８４０
号、同第５，７０４，５３４号、同第５，８１４，０５５号、同第６，９７８，９２１号
、同第７，０００，８１８号、同第７，１４３，９２３号、同第７，３０３，１０８号、
同第７，３６７，４８５号、同第７，３８０，６９５号、同第７，３８０，６９６号、同
第７，４０４，５０８号、同第７，４３４，７１５、及び／又は同第７，７２１，９３０
号の教示のいずれかに従って器具（１０）が構成され得る及び動作可能であり得ることを
理解されたい。上述のように、それらの特許のそれぞれの開示は、それらの全体が参照に
より本明細書に組み込まれる。器具（１０）に提供することができる更に他の例示的な修
正例は、後でより詳しく述べられる。以下の教示が器具（１０）に採用される種々の適切
な方法は、当業者に明らかであろう。同様に、以下の教示を本明細書で引用された特許の
様々な教示と組み合わせることができる種々の適切な方法は、当業者に明らかであろう。
また、以下の教示が、本明細書で引用された特許に教示された器具（１０）又は装置に限
定されないことを理解されたい。以下の教示は、外科用ステープラーとして分類されない
器具を含む様々な他の種類の器具に容易に適用することができる。以下の教示を適用する
ことができる種々の他の適切な装置及び環境は、本明細書の教示を考慮して当業者に明ら
かであろう。
【００１５】
　ＩＩ．例示の代替ステープルカートリッジ
　図７は、器具（１０）とともに使用するための例示の代替ステープルカートリッジ（１
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００）を示す。カートリッジ（１００）は、カートリッジ本体（１０２）と、カートリッ
ジトレー（１０４）と、縦スロット（１０６）と、上部デッキ（１１０）と、上部デッキ
（１１０）内に形成された複数のステープルアパーチャ（１１２）と、を備える。縦スロ
ット（１０６）は、カートリッジ本体（１０２）及び上部デッキ（１１０）を通じて長手
方向に延在し、発射バー（１４）及び切断エッジ（４８）が、カートリッジ本体（１０２
）の少なくとも一部分を通過するようにする。縦スロット（１０６）は、カートリッジ本
体（１０２）の一部のみを通じて、又はカートリッジ本体（１０２）の全長に沿って長手
方向に延在してもよい。本実施例のカートリッジ（１００）は、支持部分（１２２）を含
む近位端（１２０）を有する。支持部分（１２２）は、本実施例においては、本明細書で
以下に記載される通り、カートリッジ（１００）がエンドエフェクタ（１２）に挿入され
るときに、カートリッジ（１００）を電源（９８）と電気的に連結するためのカートリッ
ジ接点（１３０）を更に含む。当業者であれば、カートリッジ接点（１３０）が、カート
リッジ（１００）の近位端（１２０）に限定されないことを理解するであろう。実際に、
カートリッジ接点（１３０）は、カートリッジ（１００）の底面上、例えば、カートリッ
ジトレー（１０４）の上若しくはそれを通じて、又はカートリッジ本体（１０２）上の任
意の場所に位置してもよい。カートリッジ接点（１３０）は、代替として、電力が誘導的
、容量的、及び／又は任意の他の適した様式で伝えられるように構成されてもよい。更に
、カートリッジ接点（１３０）は単に任意である。
【００１６】
　Ａ．導体及び抵抗ストリップを有する代替ステープルカートリッジの例示の構成及び操
作
　図８Ａ～８Ｄは、エンドエフェクタ（１２）の下部つかみ具（１６）に挿入され、図６
の組織（９０）等の組織を切断及びステープルするために使用されるときの、例示のカー
トリッジ（１００）の順次の内部ビューを示す。まず図８Ａを参照すると、複数のステー
プル（１１４）及びステープルドライバ（１８０）は、カートリッジ（１００）内に配設
されて示されている。本実施例においては、下部つかみ具（１６）は、導体（１５０）の
上面から延在する複数の導体接点（１５２）を有する、導体（１５０）を備える。導体（
１５０）は、畝状の接点を有する金属部材、埋め込み型金属部材を有するプラスチック部
材、及び該プラスチック部材から突出する複数の接点、薄い導電性チャネル及び接点（例
えば、露出したトレース等）を持つプリント基板（若しくはＰＣＢ）、又は電力を導体接
点（１５２）に伝送する任意の他の適した構成要素及び／若しくは機能を備えてもよい。
導体接点（１５２）は、ストリップ接点（１６２）の対応する複数の隆起部分と電気的に
連結するように構成された複数の隆起部分として示されているが、他の適した接触構成が
、本明細書の教示を考慮して当業者に明らかとなるであろう。ストリップ接点（１６２）
を有する薄い抵抗ストリップ（１６０）は、カートリッジ（１００）が下部つかみ具（１
６）に挿入されるときに、ストリップ接点（１６２）と導体接点（１５２）とが電気的に
連結するように、カートリッジ本体（１０２）に連結される。一代替例において、ストリ
ップ接点（１６２）は、カートリッジトレー（１０４）を通じて延在し得るか、又はスト
リップ接点（１６２）を有する抵抗ストリップ（１６０）は、カートリッジトレー（１０
４）に統合されてもよい。別の単なる例示の代替例においては、ストリップ接点（１６２
）及び導体接点（１５２）は省略されてもよく、抵抗ストリップ（１６０）及び導体（１
５０）は、カートリッジトレー（１０４）内、カートリッジ本体（１０２）内、又は下部
つかみ具（１６）上の一体型部品であってもよい。本実施例に示されるように、複数のス
トリップ接点（１６２）及び導体接点（１５２）は、それぞれのステープルアパーチャ（
１１２）とそれぞれ整列し、導体（１５０）に電荷が印加されたときに、抵抗ストリップ
（１６０）が、各ステープルアパーチャ（１１２）の下の抵抗ストリップ（１６０）の対
応する部分を加熱する。以下で更に説明されるように、カートリッジ（１００）、導体（
１５０）、及び抵抗ストリップ（１６０）の代替構成が用いられてもよい。
【００１７】
　封止剤（１７０）の層は、抵抗ストリップ（１６０）の上に配設される。本実施例にお
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いては、封止剤（１７０）は、カートリッジ本体（１０２）内に配設された実質的に均質
の連続体である。封止剤（１７０）は封止剤に限定されず、むしろ本開示の範囲から逸脱
することなく、多様な蒸発性製品が使用されてよいことを理解されたい。例えば、封止剤
（１７０）は、解重合性シアノアクリレート、噴霧可能な熱可塑性ウレタン、ポリウレタ
ンプレポリマー、薬剤、止血剤、粘膜付着性ポリマー、ポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）
、メチルセルロース（ＭＣ）、カルボキシメチルセルロースナトリウム（ＳＣＭＣ）、ヒ
ドロキシプロピルセルロース（ＨＰＣ）、及び他のセルロース誘導体、アニオン性ヒドロ
ゲル、カチオン性ヒドロゲル、中性ヒドロゲル（例えば、カルバポール、ポリアクリレー
ト、キトサン、若しくはオイドラギット）、ポリアクリル－ポリエチレングリコールコポ
リマー（いわゆる頬側接着剤）、トロンビン、凍結乾燥したトロンビン（例えば、Ｅｔｈ
ｉｃｏｎ，Ｉｎｃ．（Ｓｏｍｅｒｖｉｌｌｅ，Ｎｅｗ　Ｊｅｒｓｅｙ）のＳｕｒｇｉｆｌ
ｏ（登録商標）中に使用されるもの）、乏血小板血漿（ＰＰＰ）、多血小板血漿（ＰＲＰ
）、イガイ系若しくはイガイ由来の接着剤、アルギン酸カルシウム、フィブリン、接着剤
、画像補正剤、壊死剤、硬化剤、凝固剤、治療薬、蘇生薬、麻酔薬、抗利尿薬、鎮痛薬、
防腐剤、鎮痙薬、強心剤、抗鬱薬、利尿薬、ホルモン剤、鎮静剤、刺激剤、血管剤、徐放
剤、薬物、吸収性材料、着色剤、可塑化剤、増量剤、タンポナーデ材料、揺変性剤、抗菌
剤、緩衝剤、触媒、充填剤、微粒子、増粘剤、溶媒、天然若しくは合成ゴム、安定剤、ｐ
Ｈ調整剤、生活性剤、架橋剤、連鎖移動剤、繊維性増強剤、着色剤、保存剤、ホルムアル
デヒド低減若しくは除去剤、及び／又は液体、ゲル、ペースト等を含む任意の他の流体、
あるいは本明細書の教示を考慮して当業者に明らかとなるであろう任意の他の適した医療
用流体若しくは止血剤を含んでもよい。
【００１８】
　更に、封止剤（１７０）は、様々な薬剤（鎮痛薬若しくは他の適した薬剤を含む）、マ
ーキング材料（例えば、Ｘ線不透過性若しくはエコー輝度マーカー及び／若しくは流体）
、又は封止剤（１７０）とともに分散され得る任意の他の適した材料等の追加の材料を含
浸させてもよい。封止剤（１７０）は更に、抵抗ストリップ（１６０）から熱的加熱に供
されるときに蒸発し得る固化材料であり得るか、又は封止剤（１７０）は、液体若しくは
半固体であってもよい。封止剤（１７０）が液体又は半固体である場合、封止剤は、抵抗
ストリップ（１６０）内に形成されたリザーバ若しくはチャネル内、又はカートリッジ本
体（１０２）の一部分等の抵抗ストリップ（１６０）の上に位置する代替構造内に収容さ
れてもよい。このような１つの代替チャネル型構造は、図１１を参照して以下で論じられ
る。
【００１９】
　複数のステープルドライバ（１８０）は、封止剤（１７０）の上に位置する。本実施例
においては、ステープルドライバ（１８０）はそれぞれ、ステープル（１１４）がステー
プルアパーチャ（１１２）を通じて射出されると、蒸発した材料がステープルドライバ（
１８０）を通過し得るように、各ステープルドライバ（１８０）を通じて形成されたそれ
ぞれのステープルドライバチャネル（１８２）を画定する。ステープルドライバチャネル
（１８２）は、図１３に示されるドライバアパーチャ（５１０）等のステープルドライバ
（１８０）を通じて形成されたアパーチャを含み得るか、又は図１４に示される半円形の
ノッチ（６１０）等のステープルドライバ（１８０）の１つ又は２つ以上の側面内に形成
されたノッチ、又はステープルドライバチャネル（１８２）に適した他の構成を含んでも
よい。ステープル（１１４）は、ステープルドライバ（１８０）の上に位置し、図８Ａで
は、ステープル（１１４）及びステープルドライバ（１８０）の両方が未展開の構成で示
されている。ステープル（１１４）は更に、ステープル（１１４）が整列して、ステープ
ルドライバ（１８０）の上にあり続けることを保証するように、例えば、接着剤を介して
ステープルドライバ（１８０）に取り外し可能に固定されてもよい。
【００２０】
　ここで図８Ｂを参照すると、ウェッジスレッド（４１）及び発射バー（１４）が、組織
（９０）を切断しつつ、組織（９０）を通じてステープル（１１４）を打ち込むところが
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示されている。上記の通り、アンビル（１８）が組織（９０）を上部デッキ（１１０）に
対して圧迫する一方で、ステープルドライバ（１８０）は、ウェッジスレッド（４１）に
よって垂直方向にカムされ、組織（９０）を通じてステープル形成ポケット（５３）の中
にステープル（１１４）を打ち込む。ステープル（１１４）が組織（９０）を通じて打ち
込まれる一方で、導体（１５０）及び抵抗ストリップ（１６０）は、作動していなくても
よいが、これは単に任意であることを理解されたい。実際に、一構成においては、導体（
１５０）は、切断エッジ（４８）が組織（９０）を切断した直後に連続して作動され得る
。例えば、ウェッジスレッド（４１）及び／又は発射バー（１４）は、電源（９８）から
電力を提供するように、導体（１５０）及び／又は抵抗ストリップ（１６０）に電気的に
連結し得る導電性部分を備えてもよい。あるいは、導体（１５０）及び／又は抵抗ストリ
ップ（１６０）並びに封止剤（１７０）は、本明細書の教示を考慮して当業者に明らかと
なるように、ステープルドライバ（１８０）の側面上、又はカートリッジ本体（１０２）
の内部の他の場所に配設されてもよい。
【００２１】
　再び本実施例を参照すると、図８Ｃに示されるように、アンビル（１８）は依然として
組織（９０）を圧迫しているが、電源（９８）は作動し、導体（１５０）に印加されてい
る。電源（９８）は、器具（１０）のハンドル部分（２０）上に位置するトグルスイッチ
若しくはボタンを通じて、又は限定するものではないが、第３のトリガー若しくは発射バ
ー（１４）の前進を示すセンサーからの信号を受信する自動化システムを含む、別の制御
機構を通じて作動されてもよい。更に、電源（９８）は器具（１０）の外部にあり得るか
、又は電源（９８）は器具（１０）内に収容されてもよい。内部電源を有する器具（１０
）の１つの単なる例示の構成は、２０１０年６月１５日に発行された「Ｐｏｓｔ－Ｓｔｅ
ｒｉｌｉｚａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ　ｏｆ　Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｉｎｓｔｒ
ｕｍｅｎｔｓ」という表題の米国特許第７，７３８，９７１号によって開示され、この開
示は、参照により本明細書に組み込まれる。代替として、電源（９８）は外部電源であっ
てもよい。
【００２２】
　電源（９８）が電力を導体（１５０）に送ると、導体（１５０）は、その電力を導体接
点（１５２）及びストリップ接点（１６２）を通じて抵抗ストリップ（１６０）に伝達す
る。次に抵抗ストリップ（１６０）は、抵抗ストリップ（１６０）の適切な部分及び封止
剤（１７０）の部分を加熱し、封止剤（１７０）を蒸発させて液滴（１７２）にする。封
止剤（１７０）は、封止剤（１７０）がカートリッジ（１００）から放出され得るように
、液化、噴霧化され得るか、又は任意の流体及び／若しくは気体形態に変化され得ること
を理解されたい。本実施例においては、抵抗加熱が封止剤（１７０）を蒸発させて、急速
な圧力波を生成し、これが封止剤（１７０）をカートリッジ（１００）から放出する。こ
のような抵抗加熱は更に、熱インクジェットと実質的に同様の方法で達成されてもよい。
代替として、液滴（１７２）は、圧電性インクジェット技術等の振動又は圧力機構を通じ
て形成されてもよい。液滴（１７２）が形成されると、液滴（１７２）は、図８Ｄに示さ
れるように、ステープルドライバチャネル（１８２）を通じて、ステープルアパーチャ（
１１２）から放出される。本構成においては、ステープルドライバ（１８０）は、上部デ
ッキ（１１０）に当接して示されているが、代替として、封止剤（１７０）を蒸発させる
前に、ステープルドライバ（１８０）が封止剤（１７０）の上で再び静止し得ることを理
解されたい。代替構成においては、液滴（１７２）が通って放出され得る、別個のアパー
チャが提供されてもよい。ステープル（１１４）が組織（９０）を貫通してそこに連結し
た後、封止剤（１７０）の液滴（１７２）は、ステープル（１１４）及び組織（９０）上
で止まり得る。次に液滴（１７２）は、ステープル（１１４）及び／又は組織（９０）上
で再構成する。そのような再構成は、再重合（例えば、シアノアクリレート若しくはポリ
アクリレートの場合）、付加重合（例えば、ポリウレタンプレポリマーの場合）、及び／
又は液体ポリマーから固体ポリマーへの固化を含み得る。一旦、液滴（１７２）が再構成
すると、ステープル（１１４）及び組織（９０）上で形成された封止剤（１７０）は更に
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、組織（９０）を封止する助けとなり得る。器具（１０）のユーザは、液滴（１７２）が
組織（９０）及びステープル（１１４）上で封止剤（１７０）を十分に再構成するように
、既定の時間までアンビル（１８）の放出を遅延させてもよい。上記の通り、ユーザは、
次にカートリッジ（１００）を変え、プロセスを繰り返して組織（９０）の付加部分を切
断及び封止してもよい。
【００２３】
　カートリッジ（１００）の１つの単なる例示の構成が説明されたが、抵抗加熱部分を有
するカートリッジ（１００）の他の適した代替構成は、本明細書の教示を考慮して当業者
に明らかとなるであろう。例えば、図９に示されるように、カートリッジ（１００）の代
替配置は、複数の個別の封止剤パッド（１７４）に分割された封止剤（１７０）を示す。
本実施例の封止剤パッド（１７４）は、ストリップ接点（１６２）及び導体接点（１５２
）の上、並びにステープルアパーチャ（１１２）の下で整列される。代替として、導体接
点（１５２）を有する導体（１５０）は、カートリッジトレー（１０４）上又はその中に
位置し得るが、抵抗ストリップ（１６０）及びストリップ接点（１６２）は、カートリッ
ジ本体（１０２）上又はその中に位置する。更に依然として、単一のストリップ接点（１
６２）が、支持部分（１２２）上に位置してもよく、単一の導体接点（１５２）が、カー
トリッジ（１００）及び下部つかみ具（１６）上の複数の接点の代わりに、下部つかみ具
（１６）の対応する部分上に位置してもよい。なおも更なる構成においては、下部つかみ
具（１６）は、電源（９８）に連結された抵抗ストリップ（１６０）を備え得るが、カー
トリッジトレー（１０４）及び／又はカートリッジ本体（１０２）は、その中に封止剤（
１７０）が収容された複数のアパーチャを備える。したがって、カートリッジ（１００）
が下部つかみ具（１６）に連結されると、その中に封止剤（１７０）が収容された複数の
アパーチャは、抵抗ストリップ（１６０）が電源（９８）に連結されたときに封止剤（１
７０）を抵抗加熱するために、抵抗ストリップ（１６０）の部分と整列する。更に、本明
細書に開示されるカートリッジは、片面ステープルカートリッジを参照して説明されたが
、そのようなカートリッジは、両面ステープルカートリッジを含むように改変されてもよ
いことを理解されたい。
【００２４】
　Ｂ．例示の代替抵抗アセンブリ
　更に別の構成においては、図１０に示されるように、複数の個別の抵抗アセンブリ（２
００）は、上部デッキ（１１０）内に形成された各ステープルアパーチャ（１１２）の下
に配置される。この構成においては、抵抗アセンブリ（２００）はそれぞれ、導体（２０
２）と、抵抗ストリップ（２０６）と、封止剤（２１０）と、ストリップ接点（２０８）
と、導体接点（２０４）と、を備える。封止剤（２１０）は、封止剤に限定されないが、
医療用流体及び／又は封止剤（１７０）について列挙される他の製品のいずれかを含んで
もよい。本実施例に示されるように、導体接点（２０４）を有する導体（２０２）は、カ
ートリッジトレー（１０４）内に配設されるが、封止剤（２１０）及び露出したストリッ
プ接点（２０８）を有する抵抗ストリップ（２０６）は、カートリッジ本体（１０２）内
に配設される。したがって、カートリッジ本体（１０２）がカートリッジトレー（１０４
）に連結されると、ストリップ接点（２０８）は導体接点（２０４）に電気的に連結する
。一代替構成においては、導体（２０２）は、下部つかみ具（１４）内に埋め込まれても
よいが、封止剤（２１０）及び抵抗ストリップ（２０６）は、カートリッジ本体（１０２
）及び／又はカートリッジトレー（１０４）内にある。電気リード線（２２０）は、上記
のように、導体（２０２）及び抵抗ストリップ（２０６）から１つ又は２つ以上のリード
線アパーチャ（２２２）を通じて延在し、電源（９８）に電気的に連結している。代替と
して、電気リード線（２２０）は、ＰＣＢと同様の方法で、又は本明細書の教示を考慮し
て当業者に明らかとなる任意の他の適した方法で、下部つかみ具（１６）、カートリッジ
トレー（１０４）、及び／又はカートリッジ本体（１０２）に統合されてもよい。
【００２５】
　Ｃ．例示の封止剤チャネル
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　更にステープルカートリッジの更なる構成が図１１に示される。複数のチャネル（３０
０）は、カートリッジ本体（１０２）内に形成される。各チャネル（３００）は、チャネ
ルヘッド（３０２）と、チャネル本体（３０４）と、を備える。チャネル本体（３０４）
は、ステープルアパーチャが異なる場所に分散されているとき、各チャネルヘッド（３０
２）が、ステープルアパーチャ（５１、１１２）等のステープルアパーチャに対応するよ
うに、様々な距離で延在し得る。例えば、図７に示される例示のカートリッジ（１００）
においては、ステープルアパーチャ（１１２）は、ねじれたステープルアパーチャ（１１
２）を持つ縦スロット（１０６）のいずれかの側に３つの列を形成する。本実施例の複数
のチャネル本体（３０４）は、ポート（３０６）を介して１つ又は２つ以上の他のチャネ
ル本体（３０４）と流体連通するように更に構成される。ポート（３０６）を使用して、
アセンブリ作業中に封止剤（３２０）をチャネル（３００）に注入し、封止剤（３２０）
が固化する前に、封止剤（３２０）を複数のチャネル（３００）全体に分散させ得るか、
又は液体若しくは半固体の封止剤（３２０）が使用される場合は、ポート（３０６）は、
複数のチャネル（３００）が封止剤（３２０）の共通リザーバから引き出すことを可能に
し得る。封止剤（３２０）は、封止剤に限定されないが、医療用流体及び／又は封止剤（
１７０）について列挙される他の製品のいずれかを含んでもよい。しかしながら、ポート
（３０６）は単に任意であり、チャネル（３００）は互いから独立し得るか、又は複数の
チャネル（３００）のサブセットがポート（３０６）によって接続されてもよいことを理
解されたい。
【００２６】
　抵抗チャネルプレート（３１０）は、該抵抗チャネルプレート（３１０）が、ステープ
ルされた組織に射出するために、対応するステープルアパーチャの下の封止剤（３２０）
を加熱して蒸発させ得るように各チャネルヘッド（３０２）内に位置する。抵抗チャネル
プレート（３１０）は、抵抗アセンブリ（２００）等の独立したアセンブリとして構成さ
れ得るか、又は抵抗チャネルプレート（３１０）は、抵抗ストリップ（１６０）等の抵抗
ストリップのみを備えてもよい。チャネルプレート（３１０）が抵抗ストリップを備える
場合、１つ又は２つ以上のチャネルプレートコネクタ（３１２）は、抵抗チャネルプレー
ト（３１０）を導体及び／又は電源に電気的に連結するように提供され得る。本構成にお
いては、プレートコネクタ（３１２）は、カートリッジ本体内に埋め込まれて、単一の導
体を電気的に連結するが、チャネルプレートコネクタ（３１２）は、本明細書の教示を考
慮して当業者に明らかとなるような種々の他の方法で構成されてよいことを理解されたい
。
【００２７】
　例えば、プレートコネクタ（３１２）は、図８Ａ～８Ｄ、９、及び１０のストリップ導
体（１６２）と同様の方法で構成され、カートリッジ本体（１０２）及び／又はカートリ
ッジトレー（１０４）の底部から突出し得る（ないしは別の方法でそこから露出する）。
そのような１つの構成は、図１２に示される。プレートコネクタ（３１２）を有する抵抗
プレート（３１０）を有するチャネル（３００）は、カートリッジ（４００）のカートリ
ッジ本体（４０２）内にあるように構成されて示される。カートリッジ（４００）は、構
造的にカートリッジ（１００）及びカートリッジ（３７）と実質的に同様であり、カート
リッジ（４００）は、複数のステープルアパーチャ（４１２）と、上部デッキ（４１０）
と、カートリッジ本体（４０２）と、縦スロット（４０６）と、を備える。チャネル（３
００）は、対応するステープルアパーチャ（４１２）と整列する。本実施例においては、
下部つかみ具（１６）は、相補的エンドエフェクタ接点（４２０）を備え、カートリッジ
（４００）が下部つかみ具（１６）に挿入されると、プレートコネクタ（３１２）に電気
的に連結する。代替として、上記実装のいくつかで述べたように、下部つかみ具（１６）
は、カートリッジ（４００）上の単一の接点に電気的に連結するように単一の接点を備え
てもよい。別の代替例においては、下部つかみ具（１６）は、プレートコネクタ（３１２
）に電気的に連結するように単一の導体プレートを含み得るか、又は下部つかみ具（１４
）自体が、プレートコネクタ（３１２）に電気的に連結する部分を有し得る。
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【００２８】
　チャネル（３００）及びカートリッジ（４００）の様々な構成が開示されたが、他の適
した構成は、本明細書の教示を考慮して当業者に明らかとなるであろう。
【００２９】
　Ｄ．例示のステープルドライバ
　ここで図１３～１４を参照すると、異なるステープルドライバは、蒸発した封止剤を放
出するために、前述の構成とともに用いられてもよい。図１３は、ドライバアパーチャ（
５１０）がその中に形成されたステープルドライバ本体（５０２）を有するステープルド
ライバ（５００）、及び一対の整列タブ（５２０）を示す。ドライバアパーチャ（５１０
）は、ステープルドライバ本体（５０２）を通って垂直方向に延在し、蒸発した封止剤が
カートリッジのステープルアパーチャを通って放出されることを許容するように構成され
る。ステープル整列タブ（５２０）は、ステープルドライバ本体（５２０）から垂直方向
に延在し、展開する前にステープルドライバ（５００）上のステープルを整列させるよう
に構成される。整列タブ（５２０）は更に、例えば、接着剤又は取り外し可能な機械的接
続を通じて、ステープルを取り外し可能に保持するように構成され得る。なおも更なる構
成においては、整列タブ（５２０）は、発射バー（１４）が引き抜かれたとしても、ステ
ープルドライバ（５００）が上部デッキに連結し、当接したままであるように、上部デッ
キ（１１０）等のカートリッジの上部デッキ内で形成された受入ノッチ（図示せず）に連
結するように構成されてもよい。そのような構成においては、次に前述の構成のいずれか
を作動させて、封止剤をドライバアパーチャ（５１０）を通して放出してもよい。代替ス
テープルドライバ（６００）は図１４に示される。代替ステープルドライバ（６００）は
、ステープルドライバ（６００）が、封止剤がノッチを通過してステープルドライバ（６
００）を越えることを許容するように、ステープルドライバ本体（６０２）の側に形成さ
れた一対の半円形ノッチ（６１０）を備えることを除いて、構成的にステープルドライバ
（５００）と実質的に同様である。当然のことながら、本明細書に記載されている他の構
成要素と同様に、ステープルドライバ（５００、６００）の他の適した構成は、本明細書
の教示を考慮して当業者に明らかとなるであろう。
【００３０】
　図１５に示されるなおも更なる構成においては、１つ又は２つ以上の抵抗ストリップ（
７１２）及び封止剤（７１４）は、ステープルドライバ（７００）内の対応するチャンバ
（７１０）内に埋め込まれるか、又はステープルドライバ（７００）のステープルドライ
バ本体（７０２）に連結される。封止剤（７１４）は、封止剤に限定されないが、医療用
流体及び／又は封止剤（１７０）について列挙される他の製品のいずれかを含んでもよい
。この構成においては、ステープルドライバ（７００）は、ステープルドライバ（７００
）の底面上に複数のステープルドライバ接点（７０８）を有するが、ステープルドライバ
接点（７０８）は、ステープルドライバ（７００）上の任意の場所に位置してもよいこと
を理解されたい。コネクタ（７２２）は、ドライバ接点（７０８）を抵抗ストリップ（７
１２）に電気的に連結するが、これは単に任意であり、抵抗ストリップ（７１２）は、ド
ライバコンタクト（７０８）に統合的に連結されてもよいことを理解されたい。ステープ
ルドライバ本体（７０２）内に形成された１つ又は２つ以上のアパーチャ（７２０）は、
ステープル留め及び組織を封止するために、蒸発した封止剤（７１６）の放出を許容する
ように構成される。本構成においては、ドライバ接点（７０８）は、発射バー（１４）及
び／又はウェッジスレッド（４１）上に位置する１つ又は２つ以上の接点に電気的に連結
するように構成される。発射バー（１４）が完全に延在するとき（及びしたがって、カー
トリッジからのステープルがステープルアパーチャから射出されたとき）、電源（９８）
を発射バー（１４）上の１つ又は２つ以上の接点に適用し、それによって抵抗ストリップ
（７１２）をトリガーして、アパーチャ（７２０）を通じて射出されるように封止剤（７
１４）を蒸発させる。代替として、ウェッジスレッド（４１）が接点を含む場合、又はウ
ェッジスレッド（４１）が導体材料を含む場合は、電源（９８）は、ウェッジスレッド（
４１）に連結され得る一方で、ウェッジスレッド（４１）は、ステープルドライバ（７０
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０）を垂直方向にカム運動させる。理解されるように、これは、ステープルが組織を通じ
て打ち込まれている間に封止剤（７１４）を蒸発させ得る。これは、封止剤（７１４）が
ステープル留め及び組織を封止するように再構成するために必要な時間を低減し得る。な
おも更なる構成においては、ドライバ接点（７０８）は、ステープルドライバ（７００）
が通って移動するポケットの側壁上の対応する接点に電気的に連結するように、ステープ
ルドライバ本体（７０２）の１つ又は２つ以上の側にあってもよい。
【００３１】
　ステープルドライバ（５００、６００、７００）の様々な構成が開示されたが、他の適
した構成は、本明細書の教示を考慮して当業者に明らかとなるであろう。
【００３２】
　Ｅ．エンドエフェクタ電気的連結のための例示の構成
　図１６は、コネクタ（８１０）を介して、電源（９８）等の遠隔電源に連結された１つ
又は２つ以上の電気的接点（８００）を有するエンドエフェクタ（１２）を示す。前述の
通り、電源（９８）は、ハンドル部分（２０）内に位置し得るか（図１Ａ～１Ｂに示され
る）、又は電源（９８）は、器具（１０）の外部にあってもよい。本配列における電気的
接点（８００）は、カートリッジが下部つかみ具（１６）に挿入されると、カートリッジ
（１００）のカートリッジ接点（１３０）等の対応するカートリッジ接点に連結する。電
気的接点（８００）は、器具（１０）の使用中に複数のステープルカートリッジとともに
複数回使用されるように構成されてもよい。単一の電気的接点（８００）のみが示されて
いるが、複数の電気的接点（８００）が利用されてもよいことを理解されたい。実際に、
例えば、血液又は他の体液が、電気的接点（８００）のうちの１つ又は２つ以上を干渉し
得る場合等、冗長な電気的接点（８００）を提供することが有用であり得るが、この冗長
は単に任意であることを理解されたい。更に、電気的接点（８００）は、下部つかみ具（
１６）の近位端付近に位置して示されているが、下部つかみ具（１６）、アンビル（１８
）、又は発射バー（１４）上の電気的接点（８００）の他の適した位置が、本明細書の教
示を考慮して当業者に明らかとなるであろう。
【００３３】
　本明細書で述べる教示、表現、実施形態、例などのいずれの１つ又は複数も、本明細書
で述べる他の教示、表現、実施形態、例などのいずれの１つ又は複数とも組み合わせるこ
とができることを理解されたい。したがって、下記に述べる教示、表現、実施形態、例な
どは、互いに独立であると考えられるべきでない。本明細書の教示を組み合わせることが
できる種々の適切な方法は、本明細書の教示を考慮して当業者には容易に明らかになるで
あろう。こうした修正及び変形は特許請求の範囲内に含まれるものとする。
【００３４】
　前述の装置の変形物は、ロボット支援された医療及び処置での用途だけでなく、医療専
門家によって行われる従来の医療及び処置での用途を有することができる。
【００３５】
　前述した変形物は、１回の使用後に処分するように設計されることができ、又はそれら
の形態は、複数回使用するように設計することができる。諸形態は、いずれの場合も、少
なくとも１回の使用後に再利用のために再調整することができる。再調整することは、装
置を分解すること、それに続いて特定の部品を洗浄及び交換すること、並びにその後の再
組み立てすることの任意の組み合わせを含んでもよい。特に、装置の幾つかの変形物は分
解されてもよく、また、装置の任意の個数の特定の部片又は部品が、任意の組み合わせで
選択的に交換されるか、あるいは取り外されてもよい。特定の部品の洗浄及び／又は交換
の際、装置の幾つかの変形物は、再調整用の施設で、又は外科的処置の直前にユーザによ
って、その後の使用のために再組み立てされてもよい。デバイスの再調整が、分解、洗浄
／交換、及び再組立のための様々な技術を利用できることが、当業者には理解されよう。
このような技術の使用、及びその結果として得られる再調整された装置は、全て、本出願
の範囲内にある。
【００３６】
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　単に例として、本明細書で説明した形態は、手術の前及び／又は後に、滅菌してもよい
。１つの滅菌技術では、装置は、プラスチック又はＴＹＶＥＫバッグなど、閉められかつ
密閉された容器に入れられる。次いで、容器及び装置は、γ放射線、Ｘ線、又は高エネル
ギー電子など、容器を透過し得る放射線場に置かれてもよい。放射線は、装置上及び容器
内の細菌を死滅させることができる。次に、滅菌された装置は、後の使用のために、滅菌
した容器内に保管してもよい。装置はまた、限定されるものではないが、ベータ若しくは
ガンマ放射線、エチレンオキシド、又は水蒸気を含めて、当該技術分野で既知の任意の他
の技術を使用して滅菌されてもよい。
【００３７】
　本開示の様々な形態について図示し説明したが、本明細書で説明した方法及びシステム
の更なる改作が、当業者による適切な変更により、本発明の範囲を逸脱することなく達成
され得る。そうした可能な改変例の幾つかについて述べたが、その他の改変も当業者には
明らかであろう。例えば、上記に論じた実施例、形態、幾何学的図形、材料、寸法、比率
、工程などは、例示的なものであり、必須ではない。したがって、本発明の範囲は以下の
特許請求の範囲において考慮されるべきであり、本明細書及び図面において示し、説明し
た構造及び動作の細部に限定されないものとして理解される。
【００３８】
〔実施の態様〕
（１）　装置であって、
　（ａ）器具であって、
　　ｉ．ハンドル部分と、
　　ｉｉ．エンドエフェクタであって、
　　　（１）下部つかみ具と、
　　　（２）枢動可能なアンビルと、を備える、エンドエフェクタと、を備える、器具と
、
　（ｂ）前記エンドエフェクタに挿入可能なステープルカートリッジであって、
　　ｉ．上部デッキを有するカートリッジ本体であって、前記上部デッキが、
　　　（１）前記上部デッキ内に形成され、前記上部デッキの近位端から長手方向に延在
する、縦スロットであって、切断エッジが、前記縦スロットを通して長手方向に移動可能
である、縦スロットと、
　　　（２）複数のステープルアパーチャと、を備える、カートリッジ本体と、
　　ｉｉ．前記カートリッジ本体に対して垂直方向に移動可能である、１つ又は２つ以上
のステープルドライバと、
　　ｉｉｉ．前記１つ又は２つ以上のステープルドライバの上に配設されている複数のス
テープルであって、前記カートリッジ本体に対して垂直方向に移動可能である、複数のス
テープルと、
　　ｉｖ．前記カートリッジ本体内に配設されている抵抗部材と、
　　ｖ．前記抵抗部材と連通する少なくとも一部分を有する、医療用流体と、を備える、
ステープルカートリッジと、を備える、装置。
（２）　前記抵抗部材が、抵抗ストリップを備える、実施態様１に記載の装置。
（３）　前記下部つかみ具が、導体を備え、前記導体が、選択的に電源と連結されている
、実施態様２に記載の装置。
（４）　前記抵抗ストリップが、ストリップ接点を備え、前記導体が、導体接点を備え、
前記ストリップ接点が、前記導体接点に電気的に連結するように動作可能である、実施態
様３に記載の装置。
（５）　前記ストリップ接点の少なくとも一部分が、前記複数のステープルアパーチャと
実質的に垂直方向に整列している、実施態様４に記載の装置。
【００３９】
（６）　前記医療用流体が、複数の封止剤パッドを含む、実施態様１に記載の装置。
（７）　前記封止剤パッドのそれぞれの少なくとも一部分が、前記複数のステープルアパ
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ーチャと実質的に垂直方向に整列している、実施態様６に記載の装置。
（８）　前記１つ又は２つ以上のステープルドライバが、前記１つ又は２つ以上のステー
プルドライバを通して垂直方向に延在するアパーチャを備える、実施態様１に記載の装置
。
（９）　前記１つ又は２つ以上のステープルドライバが、前記１つ又は２つ以上のステー
プルドライバの一方の側に垂直方向に延在するノッチを備える、実施態様１に記載の装置
。
（１０）　前記医療用流体が、解重合性シアノアクリレート又は噴霧可能な熱可塑性ウレ
タンを含む、実施態様１に記載の装置。
【００４０】
（１１）　前記医療用流体が、蒸発性の薬剤又は調合薬である、実施態様１に記載の装置
。
（１２）　前記カートリッジ本体が、前記カートリッジ本体のベース部分の中に形成され
たチャネルを備え、前記抵抗部材及び前記医療用流体が、前記チャネル内に配設されてい
る、実施態様１に記載の装置。
（１３）　前記抵抗部材に連結され、前記抵抗部材を電源に電気的に連結するように動作
可能である接点を更に備える、実施態様１に記載の装置。
（１４）　前記カートリッジ本体が、支持部分を有する近位端を備え、前記接点が、前記
支持部分上に位置する、実施態様１３に記載の装置。
（１５）　前記電源が、前記器具内に収容される、実施態様１３に記載の装置。
【００４１】
（１６）　内視鏡外科用装置（apparatus for endosurgical use）であって、
　（ａ）上部デッキを有するカートリッジ本体であって、前記上部デッキが、
　　ｉ．前記上部デッキ内に形成され、前記上部デッキの近位端から長手方向に延在する
、縦スロットと、
　　ｉｉ．複数のステープルアパーチャと、を備える、カートリッジ本体と、
　（ｂ）前記カートリッジ本体に対して垂直方向に移動可能である、１つ又は２つ以上の
ステープルドライバと、
　（ｃ）複数のステープルであって、前記カートリッジ本体に対して垂直方向に移動可能
である、複数のステープルと、
　（ｄ）前記カートリッジ本体内に配設された複数の抵抗部材と、
　（ｅ）前記複数の抵抗部材と連通する少なくとも一部分を有する、医療用流体と、
　（ｆ）前記複数の抵抗部材に連結され、前記複数の抵抗部材を電源に電気的に連結する
ように動作可能である、接点と、を備える、内視鏡外科用装置。
（１７）　前記カートリッジ本体内に形成された複数のチャネルを更に備え、前記複数の
抵抗部材が、前記複数のチャネル内に配設されている、実施態様１６に記載の装置。
（１８）　ポートを更に備え、前記ポートが、前記複数のチャネルのうちの２つ又は３つ
以上の間で流体連通を提供するように構成される、実施態様１７に記載の装置。
（１９）　前記医療用流体の少なくとも一部分が、前記複数のチャネルのうちの１つ又は
２つ以上のチャネルと流体連通するリザーバ内に収容される、実施態様１７に記載の装置
。
（２０）　器具、ステープルカートリッジ、及び電源を使用して、組織をステープル留め
及び封止するための方法であって、前記器具が、ステープルカートリッジを受け入れるよ
うに構成されたエンドエフェクタを備え、前記エンドエフェクタが、１つ又は２つ以上の
ステープル形成ポケットを備え、前記ステープルカートリッジが、１つ又は２つ以上のス
テープルアパーチャを有する上部デッキと、前記ステープルカートリッジ内に配設された
１つ又は２つ以上のステープルドライバと、前記１つ又は２つ以上のステープルドライバ
によって移動可能な１つ又は２つ以上のステープルと、前記電源に選択的に連結された１
つ又は２つ以上の抵抗部材と、前記１つ又は２つ以上の抵抗部材と少なくとも部分的に連
通する医療用流体と、を備え、前記方法が、
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　（ｂ）前記エンドエフェクタを前記組織に位置づけることと、
　（ｃ）前記１つ又は２つ以上のステープルドライバを使用して、前記１つ又は２つ以上
のステープルを前記１つ又は２つ以上のステープルアパーチャから押し出し、前記組織を
通して、前記１つ又は２つ以上のステープル形成ポケットの中に少なくとも部分的に入れ
ることと、
　（ｄ）前記１つ又は２つ以上の抵抗部材に連結された前記電源を作動させることと、
　（ｅ）前記抵抗部材を使用して、前記医療用流体の少なくとも一部を加熱することと、
　（ｆ）前記医療用流体の少なくとも一部を前記上部デッキを通して放出することと、を
含む、方法。

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図２】
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【図８Ｂ】 【図８Ｃ】
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